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　七尾市議会第1回定例会は、2月29日（月）から3月22日（火）までの会期で行われました。今定例会で
は、代表質問4名、一般質問11名の計15名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、平成28年度七尾市一般会計予算などの議案62件・報告1件が市長より提出され、
審査の結果、全ての議案および報告は可決・承認されました。また、意見書提出による議会議案5件につ
いても可決されました。なお、請願4件については、不採択となりました。最終日に追加議案3件も提出さ
れ、いずれも可決されました。
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3月定例会の概要

一般会計　337億7,000万円
（対前年度比　18億3,000万円 5.7％増）

予算総額 673億790万5千円
（一般会計・特別会計・公営企業会計をあわせたもの　対前年度比　21億4,193万8千円 3.3%増）

平成28年度当初予算を可決しました！（議案第1号）

※国の1次補正予算（地方創生加速化交付金）に対応した

　平成27年度3月補正予算とあわせた実質当初予算　約338億6,000万円（対前年度比5.4%増）
※詳しくは広報「七尾ごころ」4月号をご覧ください。

（1.6%増）（（1（11.6%増）1

歳入
一般会計

337億7,000万円

市税
77億500万円
（22.8%）

地方交付税
107億2,500万円
（31.8%）

その他 16億2,942万円（4.8%）

市債
51億7,200万円
（15.3%）

諸収入
10億3,617万円
（3.1%）

繰入金
8億2,246万円
（2.4%）

県支出金
19億4,393万円
（5.8%）

国庫支出金
37億5,969万円
（11.1%）

分担金および
負担金 3億9,001万円（1.2%）

使用料および
手数料 5億8,632万円
（1.7%）

歳出
一般会計

337億7,000万円

総務費
33億

7,865万円
（10.0%）

民生費
74億

8,400万円
（22.2%）

衛生費
42億2,696万円
（12.5%）

労働費
2,122万円（0.1%）農林水産業費

17億2,637万円（5.1%）

議会費
2億4,816万円（0.7%）

予備費
2,000万円（0.1%）

公債費
57億1,117万円
（16.9%）

教育費
57億

6,182万円
（17.1%）

商工費
9億2,700万円（2.7%）

消防費
13億8,797万円
（4.1%）

土木費
28億

7,668万円
（8.5%）

※ (　)内は構成比率を表します。
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旧能登島市民センター旧能登島市民センター現在の消防司令システム現在の消防司令システム

総
務
企
画 

常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会
に
付
託
を
受
け
た

議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、

主
に
下
記
内
容
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

■委 員 長／高橋 正浩
■副委員長／荒川 一義
■委　　員／山崎 智之、岡部 俊行、礒貝 和典、
　　　　　　垣内 武司、桂 撤男

高校生に対して行われた模擬投票の様子高校生に対して行われた模擬投票の様子

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆選挙について

今年は参議院議員選挙などが行なわれるが、投票率向上に向けた
取り組みはどうなっているのか。また、18歳、19歳も有権者になるわ
けだが、参議院議員選挙時でどれくらい有権者数が増えるのか。

ホームページや広報、明るい選挙推進協議会による啓発などを行
う。その他、高校で模擬投票などをこれまでも3回実施しており、3月
末にも実施予定で、啓発に繋がるものと考えている。また有権者
数は、約1,000人程度が増える見込みである。

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆防災について

モニタリングポストの固定機は市内に何基あるのか。また、市役所
に放射線量を測る機械は何基所有しているのか。

モニタリングポストは石川県が設置しているのだが、10ｋｍ圏内に
当初は2基設置、豊川と大津にある。平成25年度に16方位の中
で5地区に設置している。平成27年度に関しては、可搬式のもの
を8カ所に整備した。平成28年度にも12カ所を整備する予定。

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆消防について

消防司令システムの更新について、現在のシステムのどこが都
合悪くて更新するのか。また、以前に広域指令システムということ
で、七尾・中能登・羽咋まで広域に整備すればどうかという話も
あったが、その話はどうなっているのか。

高機能消防司令システムの整備については、平成17年度に現在
の設備を導入している。約10年余りが経ち寿命がきているという中
で、更新整備を図るもの。また、羽咋郡市の消防との話は、羽咋郡
市でのごみ処理や火葬場の関係で経費がかさみ、消防にまで手が
届いていなかったのが現実。近いうちに羽咋との合併を含んだ話は
今のところない。

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆公共施設管理について

サンライフプラザの大ホール改修だが、いつから実施して、どれぐら
いの期間かかるのか。

平成29年1月の成人式の後に工事に入り、半年間を見込んでいる。

旧市民センターの管理は、どういったものか。

28年度について、田鶴浜は消防団が残るので、そこにお願いする。
それ以後は総務課が管理する。能登島は少年科学館があるので、
そこがある間は教育委員会で管理する。空き施設の利用について
は、基本的には管理するところにお任せしたいが、耐震の問題もあ
り、難しい面もある。

付託

報告1件
議案26件

請願2件
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■委 員 長／永崎 陽
■副委員長／松本 精一
■委　　員／山添 和良、伊藤 厚子、大林 吉正、
　　　　　　石川 邦彦、中西 庸介、木下 孝輝

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆少子化対策出産祝金支給事業について

出産祝い金について、1子につき2万円となっているが、2子目、3
子目も2万円ということなのか。それから、人数について3子目が何
人産まれると積算しているのか。
何子目がどうかということではない。1子あたり2万円ということ。年
間350人として、予算計上している。

せっかく、頑張って3子目を産んでくれるのだから、3子目を50万円ぐ
らいにすべき。これまで、議会が何度言っても聞き入れてもらえな
い。子どもが増えれば、学校も保育園も安定する。補正で減額予
算もたくさんある。その分を出産祝い金に回せばよいではないか。
「よし。頑張って産もう」という起爆剤になるのではないか。
出産祝い金をもらう側にすれば多いに越したことはないが、市とし
ての対応は今のところ何とも言えない。

ちなみに、何子目に何人交付したか分かるか。
昨年度の実績は320人に祝い金を支給。第1子目が148人、第2
子目が108人、第3子目が51人、4子目が11人、第5子目以降が2
人となっている。

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆小中高連携推進事業について

この事業は主に英語教育とあるが、どのような内容なのか。
英語力向上を目指した事業。平成27年度は、小丸山小学校と御
祓中学校が拠点校となって七尾高校にお願いし、その成果を市内
の小中学校に発表した。国のほうでも授業をすべて英語で行うこと
が勧められている。その指導方法を七尾高校の英語教諭から学
び、合同研修会を開催している。

その研究内容について、詳しく教えていただきたい。
今年度は、小学校にもＡＬＴを1名配置し、常にネイティブな英語を
聞く機会を与えた。

教育長は、子どもの学習機会の均等と言っていたが、他の校区へ
何か配慮をしているのか。1校区だけではなく、他の校区にも何か
配慮すべきではないか。
平成27年度は小丸山小学校と御祓中学校だけであったが、平成
28年度については、市内全小中学校を連携校に指定し、事業を
進めていく。

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆中学校奨学金支給費について

この対象者は、要保護、準要保護の家庭で高校に進学するため
の一時金を支給する事業なのか。

その通り。支給額は一人上限5万円である。

昨年度は申請者が多く、支給額は3万円だったと聞いた。予算が
100万円ということで、それを申請者で割ったので支給額が下がっ
たのだと思うが、人数が多くなったら補正予算で対応して増額する
ことはできないのか。

予算額100万円を申請者で均等割することとしている。高校進学
に係る一時金ということで考えている。

年度によって、支給される金額が変動するのはいかがかと思う。予
算が足りなければ子どもの支援のために一人5万円になればよい
と考えている。

今後、検討していく。

【議案第11号】
平成28年度七尾市病院事業会計予算
◆公立能登総合病院の給食業務について

新年度から厨房は委託から直営になるということだが、厨房職員
の人件費はどこに計上しているのか。

現在の委託費として計上している。12月補正で人件費に組みかえ
る予定である。

来年度から直営になれば問題も出てくるのではないか。市の職員
ということになるのだから、組合の絡みも出てくると思われるし、委
託にしていたことによって人件費も抑えられてきたが、人件費が増
加するのではないか。また、給食業務の発注は職員の管理栄養士
がするのか。

発注に関しては、管理栄養士・臨時含めて7名で行っていく。また、
人件費の増ということで、パートを含め約25名程度の採用を予定
している。当初予定していた委託費の約8,600万円を超えない形
で対応していく予定。

七尾市の出産祝い金七尾市の出産祝い金

付託

請願1件
議案23件
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■委 員 長／木下 敬夫
■副委員長／久保 吉彦
■委　　員／佐藤 喜典、杉木 勉、高僧 弘、
　　　　　　今田 勇雄、杉本 忠一

【議案第7号】
平成28年度七尾市下水道事業特別会計予算
◆下水道の接続について

旧の鹿北3町は下水道の接続率は高いが、旧七尾市の接続率が
悪いということで、どのような対策を考えているのか。

旧七尾市内は64％で接続率が低迷しているが、最初の説明会で
はご迷惑をおかけしますとお願いもしている。また、補助制度や奨
励制度など加入の促進を図るため、地元説明会や供用開始など
のときに随時加入の促進にあたっている。　

当初の説明会で、相当年数が経つと高齢者等には接続するのが
無理だということも聞くが、繋いでもらうようにお願いすべきでは。

金銭面的に無理して接続しろというのは言いにくい部分でもある
が、全体的に広報紙やラジオ等を通して、環境美化や資質向上を
含めて、下水道の加入促進に努めていく。

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆能登空港活性化対策について

新幹線が開業し、能登空港の搭乗率が多少伸び悩んでいるよう
だが、もう少し宣伝すべきと思うが、考えはあるのか。

能登の住民の方々に多く乗ってもらっているが、首都圏からも多く
利用してもらっており、石川県ではその首都圏からのお客さんをもっ
と増やそうと新しい事業に取り組む予定で、市も協力して取り組ん
でいく。

今の一日2便の時間帯について、より能登の住民に利用しやすい
時間帯に替えるような話はないのか。

地元利用が2割で向こうから来るのが8割という状況で、現在は羽
田から九州や他の地方空港に乗り継ぎしやすい時間になってお
り、羽田の受け入れ体制の問題もある。

地元の利用を2割から3割になるようにすれば、もう1便増やすこと
も可能では。奥能登の方から、そのような声はないのか。

能登空港利用促進同盟会などの会議もあるので、いろいろと話を
聞きながら勉強していく。

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆創業者支援事業について

創業者支援事業の補助に上限はあるのか。

限度額は200万円を想定しているが、今般からは少し審査基準、
申請書類等も厳しくしていく中で、落ちることもある。審査員につい
ても厳しく見てもらうということで、その辺を今検討している。

審査を厳しくするのはなぜだ。もっと創業を支援していくべきだと思
うが。

今までは街なかの商店街の活性化をメインにしていた。街なかの方
も下水処理施設をいれないといけないなど、空き家も少なくなってき
て、市内全域に広めた。今までであれば、3年間継続して、空き家で
商売を行えば200万円はいく。予算にも限りがあるので、その点を
考慮するのと、また広くやっていくということで、大変な件数が予定
されている。そのなかで、審査を厳しくするというのは、今までが甘
かったのではなく、政策金融公庫からの書式に準じてやっていこう
という思いで詳細な検討をしている。

【議案第1号】
平成28年度七尾市一般会計予算
◆企業立地促進及び雇用の拡大に関する条例について

1億円かけて仕事すると、5千万円が国からおりて、その残りの半
分に対し補助するということなのか。

はい、そのとおり。

その場合、七尾市はどれだけの補助をするのか。

例えば、新設で1億円以上をかけて、5人以上の雇用を生む場合、
20％の助成をする内容である。1億円以下のものは対象外にな
る。ただ、その中で新設と増設がある。増設の場合には5千万円以
上で雇用も3人以上と決めがあり、20％を助成する内容となる。

離陸前の飛行機（能登空港）離陸前の飛行機（能登空港）

付託

報告1件
議案22件

請願1件
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検 索七尾市議会

代表質問（灘会） 七尾版まち、ひと、しごと総合戦略について 桂 撤男議員
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効
果
が
あ
っ
た
と
受

け
と
め
て
い
る
。ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
、
総
合
戦
略
で
掲
げ
た

4
本
柱
は
総
合
的
、
あ
る
い
は
統
一
的
に
、
補
完

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
全
て

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

ど
こ
に
七
尾
は

磨
き
を
か
け
る
の
か
？

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画 

■
観
光
協
会
の
一
元
化

■
市
街
地
西
地
区
整
備
と
北
陸
新
幹
線
効
果
な
ど
の
持
続

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
と
す
る
七
尾
版

小
さ
な
拠
点
づ
く
り

※七尾市まち・ひと・しごと創生
　総合戦略の基本目標４本柱
①若い世代が結婚・出産・子育
てしやすい環境をつくる

②七尾市にしごとをつくり、
安心して働けるようにする

③七尾市への新しい人の流
れをつくる

④時代に合った地域をつくり、
安全・安心なくらしを守る

代表質問（礎） 複式学級の早期解消について 荒川 一義議員
荒
川
議
員　

高
階
小
学
校
再
編
整
備
検
討
委
員

会
で
は
、
地
域
の
総
意
と
し
て
複
式
学
級
の
早
期

解
消
を
要
望
し
、
1
年
半
近
く
が
経
過
。複
式
学

級
の
解
消
は
、
時
間
を
か
け
て
解
決
す
べ
き
も
の

で
は
な
く
、
早
期
解
消
を
要
望
し
た
も
の
で
あ

り
、
い
た
ず
ら
に
時
間
を
か
け
る
も
の
で
は
な

い
。複
式
学
級
の
早
期
解
消
に
向
け
た
対
応
策

と
、
今
後
ど
の
様
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
経
て
、
解

消
に
向
か
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

近
江
教
育
長　

対
応
策
と
し
て
、
中
学
校
が
同
じ

で
あ
る
徳
田
小
学
校
と
の
再
編
で
対
応
す
る
こ

と
と
し
、
徳
田
小
学
校
区
の
町
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
も
徳
田
小
学
校
の
耐
震
化
対
応

と
高
階
小
学
校
の
統
合
を
あ
わ
せ
て
協
議
を
重

ね
て
き
た
結
果
、
高
階
地
区
お
よ
び
徳
田
地
区
か

ら
統
合
並
び
に
移
転
へ
の
合
意
を
得
た
の
で
、
基

本
的
な
統
合
に
関
す
る
事
項
か
ら
話
し
合
い
を

開
始
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
移
転
お
よ
び
統
合
に
お
け
る
校

舎
は
現
在
の
朝
日
中
学
校
を
使
用
し
、
朝
日
中
学

校
が
七
尾
中
学
校
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
で
必
要

な
改
修
を
行
い
、
平
成
30
年
4
月
に
移
転
の
予

定
。ま
た
、
早
々
に
高
階
地
区
と
徳
田
地
区
の
合

同
の
統
合
協
議
会
を
設
置
し
、
開
催
す
る
予
定
。

統
合
協
議
会
で
は
、
統
合
に
向
け
た
交
流
事
業
や

統
合
小
学
校
の
校
名
、校
歌
、校
章
の
ほ
か
、通
学

に
関
す
る
こ
と
や
閉
校
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

早
期
に
複
式
学
級
を

解
消
せ
よ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
七
尾
市
政 

■
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

■
ふ
る
さ
と
納
税 

■
和
倉
温
泉
多
目
的
Ｇ
整
備

■
自
転
車
観
光 

■
2
0
1
6
年
度
診
療
報
酬
改
定

朝日中学校

佐藤 喜典議員
佐
藤
議
員　

進
学
に
は
何
か
と
お
金
が
か
か
り
、

学
生
の
強
い
味
方
が
奨
学
金
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
奨
学
金
が
あ
り
、ほ
と
ん

ど
が
学
生
に
貸
し
付
け
、
卒
業
後
に
返
済
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。利
用
者
は
年
々
増
え
続
け
2.7
人

に
１
人
が
利
用
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。現

在
、
奨
学
金
利
用
者
で
就
労
の
関
係
で
返
済
ト
ラ

ブ
ル
を
抱
え
る
実
態
が
あ
る
な
か
で
、
定
住
人
口

拡
大
の
一
つ
と
し
て
、
本
市
の
企
業
に
就
労
し
た

人
た
ち
に
返
済
の
一
部
を
補
助
す
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
、
施
策
が
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
か
伺
う
。

不
嶋
市
長　

今
以
上
に
大
学
生
を
受
け
入
れ
で

き
る
企
業
が
七
尾
に
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

と
、
優
秀
な
人
材
を
獲
得
す
る
た
め
の
方
策
と
い

う
の
は
、一
義
的
に
は
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
だ

と
思
っ
て
い
る
。も
と
も
と
帰
っ
て
く
る
意
思
の

あ
る
方
と
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
皆
さ
ん
と
の
区
別
が

し
に
く
く
、
対
象
者
を
絞
り
込
め
な
い
と
い
う
問

題
も
あ
り
、
制
度
化
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

奨
学
金
返
済
の

一
部
助
成
を
！

奨学金返済

代表質問（市民クラブ）人口減少対策について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
産
業
振
興 

■
女
性
職
員
の
登
用

議会だより 06



七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

一般質問 少子化対策について 大林 吉正議員（灘会）
大
林
議
員　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
七
尾
市
で

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
伺
う
。

南
副
市
長　

平
成
28
年
度
予
算
の
子
育
て
支
援

関
連
予
算
で
は
、「
若
い
世
代
が
結
婚
、出
産
、子
育

て
し
や
す
い
環
境
」と「
教
育
環
境
の
充
実
」を
掲

げ
、民
生
費
の
児
童
福
祉
費
、教
育
費
の
小
中
学
校

費
と
中
学
校
建
設
費
を
加
え
る
と
75
億
3
2
0
0

万
円
、一
般
会
計
予
算
額
の
22
．3
％
分
を
占
め
て

い
る
。そ
の
中
で
少
子
化
対
策
に
関
わ
る
事
業
と

し
て
は
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
と
し
て
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
、
多
子
世
帯

保
育
無
料
化
事
業
、特
定
不
妊
治
療
の
一
部
助
成
、

母
子
父
子
家
庭
自
立
支
援
事
業
、
未
熟
児
養
育
医

療
事
業
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
、出
産

祝
金
支
給
事
業
な
ど
が
あ
る
。子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
し
て
は
、
保
育
園
等
の
特
別
保
育

事
業
、延
長
保
育
、病
児
保
育
、在
宅
育
児
家
庭
通

園
保
育
モ
デ
ル
事
業
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
の

運
営
な
ど
が
あ
る
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
の
提
供
と
し

て
、児
童
館
の
管
理
運
営
、児
童
公
園
施
設
の
管
理

運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

よ
り
よ
い
少
子
化
対
策

を
講
ぜ
よ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
人
口
減
少 

■
子
ど
も
の
い
じ
め 

■
小
中
学
生
の
不
登
校

■
社
会
福
祉
法
人 

■
テ
ー
マ
パ
ー
ク

代表質問（等政会） 万本桜構想について 久保 吉彦議員
久
保
議
員　

万
本
桜
構
想
に
つ
い
て
、
七
尾
西
湾

を
取
り
巻
く
風
光
明
媚
な
湾
岸
道
路
沿
い
に
現

在
何
本
の
桜
が
植
樹
さ
れ
て
い
る
の
か
。平
成
23

年
か
ら
町
内
会
や
個
人
に
依
頼
し
続
け
て
い
る

が
、
現
在
何
本
植
樹
さ
れ
、
育
っ
て
い
る
の
か
。ま

た
、
能
登
の
国
立
国
1
3
0
0
年
に
当
た
る
平
成

30
年
ま
で
に
国
分
寺
史
跡
公
園
や
博
物
館
建
設

予
定
地
周
辺
を
、
季
節
を
通
し
て
人
々
を
も
て
な

す
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

不
嶋
市
長　

西
湾
道
路
周
辺
で
舟
尾
地
内
を
は

じ
め
沿
線
に
2
1
3
本
の
桜
を
植
え
た
と
こ
ろ
。

平
成
23
年
度
か
ら
桜
の
苗
木
の
配
布
に
よ
っ
て

桜
の
名
所
づ
く
り
推
進
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い

る
が
、
市
内
各
地
に
お
い
て
各
種
団
体
の
協
力
の

も
と
、あ
わ
せ
て
2
，8
9
9
本
の
桜
が
植
樹
さ
れ

た
。こ
れ
ま
で
植
樹
さ
れ
た
苗
木
は
地
域
の
方
々

が
大
切
に
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
、
育
て
て
い
る

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。国
分
寺
史
跡
公
園
に
は
、

平
成
26
年
11
月
に
町
会
連
合
会
の
方
々
と
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
と
河
津
桜
を
植
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
基
本
構
想
で
は
在
来
種
を
植
樹
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。四
季
を
通
じ
て
公
園
の
賑
わ
い

を
作
り
だ
す
観
点
か
ら
、
今
後
は
県
と
調
整
し
な

が
ら
桜
の
植
樹
を
行
い
、
名
所
に
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

季
節
を
通
し
た

お
も
て
な
し
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
い
し
か
わ
歴
史
遺
産

■
学
校
週
5
日
制
導
入
に
よ
る
小
中
学
校
の
変
化

市内の桜

一般質問 市民男女協働課の廃止について 伊藤 厚子議員（無会派）

全
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
の
男
女
共
同
参
画
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
女
性
活
躍
推
進
法
に
よ
る
行
動
計
画
の
策
定

■
介
護
支
援
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
移
行

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
対
策
総
合
支
援

■
本
府
中
図
書
館
の
存
続
と
外
部
委
託

H28から総務課に男女共同参画室が入る

伊
藤
議
員　

政
府
は
第
4
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
を
平
成
26
年
12
月
に
つ
く
り
、
市
で
も
来

年
度
か
ら
始
ま
る
第
3
次
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
を
策
定
し
た
。七
尾
市
各
種
女
性
連
絡
協
議

会
で
は
、
市
の
男
女
共
同
参
画
室
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
市
全
体
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
増
加
す

る
た
め
、
総
務
部
内
に
置
い
て
い
た
だ
け
な
い
か

申
し
入
れ
を
し
た
。国
に
お
い
て
は
女
性
活
躍
推

進
法
な
ど
実
効
性
の
あ
る
推
進
体
制
の
整
備
と
強

化
が
求
め
ら
れ
、
七
尾
市
に
お
い
て
も
総
務
部
内

に
男
女
共
同
参
画
室
を
置
い
て
、
全
体
と
し
て
の

取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

不
嶋
市
長　

人
権
や
男
女
共
同
参
画
の
仕
事
と
い

う
の
は
、あ
る
意
味
で
は
庁
内
、民
間
も
含
め
て
横

断
的
な
仕
事
や
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
、
そ
の
業
務
の
継
続
性
や
事
業

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
部
局
に
位

置
付
け
る
こ
と
は
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。総
務
部
総
務
課
を
含
め
て
、し
か
る
べ
き
部
署

で
の
配
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

少子化対策としての子育て支援

議会だより07
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一般質問 観光誘客のための方針について 中西 庸介議員（無会派）
中
西
議
員　

観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
が
主
体

と
な
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
関
係
省
庁
が
連
携
し

支
援
チ
ー
ム
を
通
し
た
重
点
的
支
援
の
実
施
を

行
い
、
そ
れ
に
伴
っ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
地
域

が
主
体
と
な
っ
て
行
う
。そ
こ
で
今
回
創
設
さ
れ

た
の
が
石
川
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
。観
光
地
域
づ
く
り
の
か

じ
取
り
役
と
し
て
役
割
を
果
た
す
石
川
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
を
当
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
今
後
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

小
川
産
業
部
長　

石
川
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
県
を
中
心

に
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
県
内
市
町
と
連
携
し

て
観
光
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ

い
て
は
、
複
数
の
都
道
府
県
に
よ
る
広
域
連
携
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
複
数
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
地
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
市
町
村
の
区
域
を
一
体
と
し
た
地
域

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
あ
る
。当
市
で
は
七
尾
市
観
光
協
会
と

和
倉
温
泉
観
光
協
会
と
能
登
島
観
光
協
会
の
3

つ
の
観
光
協
会
が
共
存
し
て
い
る
現
状
で
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
を
そ
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
大
変

難
し
い
状
況
。現
在
、
3
つ
の
観
光
協
会
の
一
元

化
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
に
働
き
掛
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
一
元
化
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
新
し
い
組

織
が
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
目
指
す
働
き
を
担
う
機

関
に
進
化
し
て
く
れ
る
こ
と
も
期
待
し
、
引
き
続

き
、
関
係
方
面
へ
理
解
を
得
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ

進
め
て
い
き
た
い
。

連
携
し
た
観
光
の

取
り
組
み
を
！

3観光協会の観光パンフ

岡部 俊行議員（灘会）
岡
部
議
員　

新
地
方
公
会
計
制
度
で
は
、
公
会
計

改
革
の
動
き
は
一
言
で
い
え
ば
自
治
体
の
資
産
・

債
務
改
革
に
資
す
る
ツ
ー
ル
の
整
備
に
集
約
さ
れ

る
が
、
そ
の
先
を
見
越
し
た
取
り
組
み
や
工
夫
を

各
自
治
体
が
行
う
必
要
が
あ
る
。ま
た
、単
に
提
示

さ
れ
た
モ
デ
ル
に
従
っ
た
財
務
処
理
の
作
成
・
公

表
等
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
に
対
す
る
財
政
状
況

の
適
切
な
情
報
開
示
や
庁
内
に
お
け
る
行
政
経
営

に
活
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
あ
わ
せ
て
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
際
に
い
く
つ
か

の
効
果
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
か
、
最
初
に
庁
内
で
し
っ
か
り
と
議
論

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

岡
野
総
務
部
長　

新
地
方
公
会
計
制
度
は
、
発
生

主
義
、
複
式
簿
記
の
導
入
、
固
定
資
産
台
帳
の
整

備
な
ど
自
治
体
間
で
の
比
較
が
出
来
る
と
い
っ

た
観
点
か
ら
財
務
書
類
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ツ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
が
向
上
さ
れ
る
。当
市
と

し
て
は
、
今
後
適
切
な
資
産
管
理
、
将
来
の
施
設

更
新
費
の
必
要
額
の
推
計
、
未
収
債
権
の
徴
収
体

制
の
強
化
、
さ
ら
に
は
施
設
別
の
コ
ス
ト
の
分
析

も
行
い
、
施
設
の
統
廃
合
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
な
ど
を
含
め
た
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。そ
の
中
で
市
民
に
も
し
っ
か
り
と
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

財
政
状
況
を
適
切
に

示
せ
る
よ
う
に
！

七尾市役所

一般質問 新地方公会計制度導入について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
と
財
政
運
営

■
地
場
産
業
の
強
化
、企
業
誘
致

木下 敬夫議員（礎）
木
下
議
員　

能
越
自
動
車
道
が
昨
年
七
尾
市
ま

で
延
伸
さ
れ
、
様
々
な
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
七
尾
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
効
果
を
検
証
し

て
い
る
の
か
。ま
た
、
未
着
工
の
七
尾
田
鶴
浜
間

を
接
続
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
未
着
工
区
間
が

い
つ
頃
完
成
を
想
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。そ
し

て
、
今
後
も
今
ま
で
同
様
に
要
望
活
動
を
行
う
う

え
で
、
行
政
及
び
地
元
経
済
界
と
同
様
に
議
会
と

も
共
同
歩
調
を
と
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

不
嶋
市
長　

能
登
里
山
海
道
、
北
陸
自
動
車
道
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
と
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
観
光
客
が
七
尾
へ
入
り

や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
能
越
自
動
車
道
の
交
通

量
が
65
％
増
に
な
っ
た
。北
陸
新
幹
線
と
の
相
乗

効
果
も
あ
っ
て
、
市
内
や
奥
能
登
の
観
光
施
設
に

県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
や
レ
ン
タ
カ
ー
、
観
光
バ
ス

に
よ
る
観
光
客
が
増
え
た
。ま
た
、
氷
見
市
と
の

地
域
間
交
流
も
活
発
に
な
っ
た
。し
か
し
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
降
り
て
か
ら
の
ル
ー
ト
が
分

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
が
多
く
、
未
着
工
区
間
の

新
規
事
業
化
が
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
る
。今
後
は

１
日
も
早
く
新
規
事
業
化
に
向
け
て
関
係
方
面

へ
要
望
し
て
い
く
。そ
の
な
か
で
、
議
会
は
も
ち

ろ
ん
行
政
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
一
心
同
体
で

し
っ
か
り
と
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

一
日
も
早
い

新
規
事
業
化
を
！

能越自動車道

一般質問 能越自動車道について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
世
界
農
業
遺
産
の
推
進

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
環
境
問
題
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一般質問 国民健康保険について 礒貝 和典議員（無会派）
礒
貝
議
員　

①
国
保
の
支
援
交
付
金
は
、
あ
く
ま

で
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
が
目
的
で
あ
り
、
国
保

財
政
調
整
基
金
も
あ
る
た
め
、
国
保
税
を
引
き
下

げ
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。②
国
保
税
の
滞
納
な
ど

を
理
由
に
正
規
の
保
険
証
で
は
な
く
、
窓
口
で
10

割
負
担
と
な
る
資
格
証
明
書
が
七
尾
市
で
も
交

付
さ
れ
て
い
る
が
、
証
明
書
の
発
行
を
中
止
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。③
交
通
事
故
に
よ
る
第
三
者

求
償
で
、
本
来
は
加
害
者
側
が
支
払
う
べ
き
も
の

が
、
被
害
者
が
費
用
の
請
求
に
至
ら
ず
に
医
療
費

が
取
り
は
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。

登
美
健
康
福
祉
部
長　

①
平
成
28
年
度
に
も
交

付
金
の
収
入
は
あ
る
が
、
国
保
特
別
会
計
で
は
財

源
不
足
が
生
じ
、
国
保
財
政
調
整
基
金
か
ら
も
取

り
崩
し
、
基
金
も
減
少
し
て
い
る
状
況
。支
援
交

付
金
は
被
保
険
者
負
担
の
伸
び
の
抑
制
の
た
め

に
活
用
し
、
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
状
況
で
は
な

い
。②
資
格
証
明
書
は
、
や
む
を
得
ず
発
行
す
る

場
合
が
あ
る
が
、
慢
性
疾
患
の
診
療
や
事
故
に
よ

る
入
院
な
ど
の
と
き
は
短
期
保
険
証
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
を
し
て
お
り
、
証
明
書

発
行
の
中
止
は
考
え
て
い
な
い
。③
交
通
事
故
の

場
合
、
国
保
加
入
者
の
世
帯
主
は
第
三
者
行
為
に

よ
る
被
害
届
を
市
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
本
人
か
ら
の
届
け
出
以
外
に
も
日
常
的

な
レ
セ
プ
ト
点
検
を
通
し
て
随
時
被
保
険
者
に

確
認
を
行
い
、把
握
に
努
め
て
い
る
。

国
保
税
を

引
き
下
げ
せ
よ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
子
育
て
支
援 

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム 

■
障
が
い
者
支
援

■
就
学
援
助 

■
万
行
遺
跡 

■
イ
ノ
シ
シ
対
策

国民健康保険被保険者証のみほん

防災倉庫

学校の教室

一般質問 防災力の強化対応について 永崎 陽議員（灘会）
永
崎
議
員　

平
成
28
年
度
に
10
カ
所
に
防
災
倉

庫
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
ど
れ

く
ら
い
予
定
し
て
い
る
の
か
。防
災
倉
庫
に
備
え

ら
れ
て
い
る
機
材
等
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
推
奨
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、大
雪
に
よ
っ

て
市
道
以
外
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
緊
急
避
難

場
所
と
な
る
集
会
所
な
ど
、
今
ま
で
は
人
海
戦
術

で
除
雪
し
て
い
る
が
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
作
業
の
軽
減
の
た
め
に
小
型
除
雪
機

の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

不
嶋
市
長　

防
災
倉
庫
の
設
置
は
、
公
民
館
単
位

で
計
画
し
て
お
り
、
3
カ
所
か
ら
７
カ
所
を
配
置

す
る
計
画
。平
成
27
年
度
末
で
37
基
、
全
体
で
81

基
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。防
災
倉
庫
に
は
、
消

火
栓
ホ
ー
ス
や
消
火
器
な
ど
を
し
っ
か
り
と
整

備
し
、
あ
と
５
年
ほ
ど
で
1
0
0
％
に
し
た
い
。

他
に
備
え
る
も
の
と
し
て
、
救
急
救
出
用
具
、
運

搬
用
の
用
具
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ハ
ロ
ゲ
ン
投
光
器
な

ど
し
っ
か
り
と
装
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。な

お
、
地
域
に
よ
っ
て
整
備
し
た
い
も
の
が
違
っ
た

り
も
し
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
中
身
を
充
実
さ

せ
た
い
。ま
た
、
除
雪
機
を
自
主
防
災
組
織
に
割

り
当
て
と
な
る
と
財
政
的
に
難
し
い
が
、
地
域
づ

く
り
協
議
会
の
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
こ
で
何

台
か
を
回
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
れ

ば
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
防
災
力
の

強
化
を
図
れ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
世
界
農
業
遺
産 

■
牡
蠣
殻
利
活
用
施
設

■
七
尾
氷
見
道
路
、北
陸
新
幹
線
開
業
効
果
と
持
続
対
応

一般質問 土曜授業等について 山添 和良議員（市民クラブ）
山
添
議
員　

土
曜
授
業
に
つ
い
て
、
輪
島
は
授
業

を
重
視
す
る
、
小
松
や
加
賀
は
地
域
の
教
育
活
動

に
開
放
す
る
な
ど
、い
ろ
ん
な
方
向
性
が
あ
る
が
、

七
尾
市
は
来
年
度
ど
の
よ
う
な
方
向
づ
け
を
し

て
い
く
の
か
。ま
た
、土
曜
日
の
教
育
支
援
体
制
を

確
立
す
る
た
め
に
文
科
省
が
示
す
運
営
委
員
会

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

近
江
教
育
長　

七
尾
市
の
土
曜
授
業
の
3
つ
の

趣
旨
と
し
て
、
①
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
土
曜

授
業
の
実
施
、
②
保
護
者
参
加
型
授
業
や
行
事
の

実
施
、
③
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
土
曜
授

業
の
実
施
、
こ
の
3
点
を
主
眼
に
置
い
た
取
り
組

み
を
お
願
い
し
て
い
る
。来
年
度
も
こ
の
方
針
の

な
か
で
学
校
長
が
描
く
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
充
実
し
た
教
育
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
、
よ
り
効
果
的
な
土
曜
授
業
の
実

施
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、運
営
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
学
校
現
場
の
負
担
に
な
る
こ

と
に
加
え
、
各
学
校
に
は
地
域
の
人
材
バ
ン
ク
が

既
に
し
っ
か
り
と
出
来
あ
が
っ
て
お
り
、
学
校
で

の
そ
の
時
期
ご
と
に
行
わ
れ
る
行
事
等
に
う
ま

く
そ
の
人
材
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
実
態
が
あ
る
。そ
う
い
っ
た
意
味
で
も

運
営
委
員
会
を
設
置
せ
ず
、
今
年
度
の
方
針
の
も

と
で
反
省
を
生
か
し
な
が
ら
、
来
年
度
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

土
曜
授
業
の

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援 

■
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

■
健
康
増
進
施
設
の
利
用
促
進 

■
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
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一般質問 ダブルケア対策について 山崎 智之議員（市民クラブ）
山
崎
議
員　

親
の
介
護
と
子
育
て
の
両
立
を
し

て
い
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
世
帯
の
市
内
の
状
況
は
。行

政
と
し
て
ダ
ブ
ル
ケ
ア
世
帯
に
対
す
る
具
体
的

な
施
策
や
事
業
な
ど
は
行
っ
て
い
る
の
か
。ダ
ブ

ル
ケ
ア
負
担
の
中
で
、
特
に
介
護
度
認
定
に
対
し

て
の
配
慮
な
ど
は
し
て
い
る
の
か
。

不
嶋
市
長　

働
き
方
と
の
関
わ
り
の
中
で
子
育

て
と
介
護
の
両
立
を
す
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
負
担
が

近
年
進
行
し
つ
つ
あ
る
。市
内
の
保
育
園
等
で
子

育
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
た
な
か
で
約
１
％
の
世

帯
が
ダ
ブ
ル
ケ
ア
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

施
策
的
に
、
妊
娠
の
届
出
時
や
乳
幼
児
の
健
診
時

に
家
族
構
成
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
相
談
が
あ

れ
ば
速
や
か
に
担
当
課
へ
繋
ぎ
対
応
を
行
っ
て

い
る
。介
護
施
設
へ
の
入
所
に
際
し
、
市
の
要
介

護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア

の
要
素
の
入
る
余
地
は
な
い
。し
か
し
、
施
設
入

所
申
込
の
段
階
で
家
庭
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
段
階
で
子
育
て
と
介
護
の

両
立
は
重
要
な
項
目
の
一
つ
と
し
て
入
所
時
に

何
ら
か
の
手
当
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。ダ
ブ
ル
ケ
ア
問
題
は
、
働
き
方
や
生

活
の
仕
方
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
も

の
を
頭
に
お
き
、
今
後
し
っ
か
り
と
勉
強
し
、
働

き
方
と
し
て
各
関
係
機
関
と
も
理
解
を
深
め
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

介
護
と
子
育
て
の

両
立
に
配
慮
せ
よ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
地
域
再
生
法
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
の
推
進

■
地
元
就
職
支
援 

■
太
陽
光
発
電

■
自
殺
対
策
行
動
計
画
の
検
証 

■
法
人
監
査
の
体
制
強
化

子育てする様子

一般質問 七尾市の人材育成について 高橋 正浩議員（礎）
高
橋
議
員　

七
尾
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
第

28
条
中
「
行
政
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
育

成
し
、
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
整
え
る
も
の

と
す
る
。」と
あ
る
が
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。今
後
、
七
尾
市
と

し
て
何
を
重
点
的
に
人
材
育
成
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
4
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
始

動
す
る
な
か
で
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
関
わ
る

方
々
の
人
材
育
成
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

前
田
市
民
生
活
部
長　

七
尾
市
で
は
職
員
に
対

し
、
自
己
啓
発
研
修
や
職
場
外
研
修
な
ど
、
対
人

能
力
や
目
標
達
成
能
力
、
政
策
形
成
能
力
等
を
行

い
、
人
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
市
民
の

共
助
や
公
助
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
職
員
の
育

成
に
努
め
て
い
る
。今
後
七
尾
市
と
し
て
は
、
特

定
の
分
野
の
人
材
育
成
よ
り
も
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
自
分
た
ち
で
守
り
支
え
る
た
め
の
人
づ
く

り
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
、
ま
ち

づ
く
り
市
民
講
座
等
を
開
催
し
市
民
に
学
習
の

場
を
提
供
し
て
き
た
。地
域
づ
く
り
協
議
会
に
は

ま
ち
づ
く
り
関
係
の
各
種
情
報
提
供
や
研
修
会
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
な
ど
行
い
、
今
後
も
引

き
続
き
支
援
す
る
。来
年
度
か
ら
地
域
づ
く
り
協

議
会
の
活
動
支
援
に
人
材
育
成
費
も
盛
り
込
み
、

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

何
を
重
点
的
に

人
材
育
成
す
る
の
か
？

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
交
流
人
口
の
拡
大 

■
土
曜
授
業 

■
鳥
獣
被
害
対
策

昨年のまちづくりフェスタ

杉本 忠一議員（等政会）
杉
本
議
員　

中
心
市
街
地
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

が
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
す
る
が
、
指
定
管
理
料
と

入
館
料
で
目
的
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
ほ
し

い
。そ
こ
で
、①
一
本
杉
通
り
に
あ
る
空
き
地
や
空

き
家
、
空
き
店
舗
の
地
権
者
の
活
用
等
の
思
惑
、

②
一
本
杉
商
店
街
関
係
者
の
後
継
者
問
題
、
③
花

嫁
の
れ
ん
展
の
長
期
開
催
の
可
否
、
④
一
本
杉
の

町
並
み
散
策
に
は「
の
れ
ん
」の
意
味
合
い
か
ら
和

風
調
の
外
観
統
一
を
、
⑤
事
業
発
展
に
向
け
て
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
協
議
の
場
の
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

小
川
産
業
部
長　

①
空
き
地
６
カ
所
、
空
き
家
４

軒
、
空
き
店
舗
11
軒
、
後
継
者
不
足
の
店
舗
17
軒

と
な
り
、
空
き
地
と
空
き
家
の
所
有
者
が
今
後
ど

う
活
用
し
て
い
く
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
調
査
予
定

は
な
い
。②
後
継
者
対
策
と
し
て
来
年
度
か
ら
七

尾
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
石
川
県
事
業

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
事
業
承
継

等
の
助
言
を
行
う
。③
今
ま
で
に
も
議
論
し
た

が
、実
施
主
体
が
一
本
杉
通
り
振
興
会
で
あ
り
、今

後
も
実
施
主
体
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考

え
る
。④
外
観
統
一
に
関
し
て
は
、地
元
住
民
が
ど

う
い
っ
た
地
域
に
し
て
い
く
の
か
と
い
う
思
い
か

ら
始
ま
る
も
の
で
、
地
元
の
考
え
が
一
番
大
事
と

考
え
る
。⑤
花
嫁
の
れ
ん
展
は
、
既
に
全
国
区
の

知
名
度
も
あ
り
、
今
後
も
独
自
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
と
理
解
し
て
い
る
。

も
っ
と
町
並
み
を

整
備
せ
よ
！

一本杉通り

一般質問 観光交流館、花嫁のれん展示館について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
ご
み
焼
却
場
と
埋
立
処
分
場 

■
下
水
道
汚
泥
乾
燥
車

■
七
尾
城
稜
線
の
景
観
を
守
る
必
要
性 

■
七
尾
港
の
振
興
策

■
専
門
職
を
有
す
る
職
員
の
活
用

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
民
営
化
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平成28年第1回定例会採決結果一覧表

議　案　名 採決
結果

議　案
第1号 平成28年度七尾市一般会計予算 可決

議　案
第2号 平成28年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計予算 可決

議　案
第3号 平成28年度七尾市国民健康保険特別会計予算 可決

議　案
第4号 平成28年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計予算 可決

議　案
第5号 平成28年度七尾市介護保険特別会計予算 可決

議　案
第6号 平成28年度七尾市簡易水道事業特別会計予算 可決

議　案
第7号 平成28年度七尾市下水道事業特別会計予算 可決

議　案
第8号 平成28年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計予算 可決

議　案
第9号 平成28年度七尾市西岸財産区特別会計予算 可決

議　案
第10号 平成28年度七尾市水道事業会計予算 可決

議　案
第11号 平成28年度七尾市病院事業会計予算 可決

議　案
第12号 平成27年度七尾市一般会計補正予算（第6号） 可決

議　案
第13号 平成27年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第2号） 可決

議　案
第14号 平成27年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 可決

議　案
第15号 平成27年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第1号） 可決

議　案
第16号 平成27年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第4号） 可決

議　案
第17号 平成27年度七尾市簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 可決

議　案
第18号 平成27年度七尾市下水道事業特別会計補正予算（第2号） 可決

議　案
第19号 平成27年度七尾市水道事業会計補正予算（第3号） 可決

議　案
第20号 平成27年度七尾市病院事業会計補正予算（第3号） 可決

議　案
第21号 七尾市公告式条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第22号 七尾市情報公開条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第23号 七尾市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第24号 七尾市行政不服審査会条例について 可決

議　案
第25号 七尾市行政不服審査関係手数料条例について 可決

議　案
第26号 七尾市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例について 可決

議　案
第27号 七尾市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第28号 七尾市職員定数条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第29号

七尾市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議　案
第30号

七尾市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条
例について 可決

議　案
第31号

七尾市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する
条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第32号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例について 可決

議　案
第33号 市長及び副市長給与条例等の一部を改正する条例について 可決

議　案
第34号

七尾市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 可決

議　案
第35号 七尾市職員退職手当条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第36号 七尾市税条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第37号

七尾市過疎地域自立促進対策のための固定資産税の課税の特例に
関する条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第38号 七尾市手数料条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第39号

七尾市本社機能立地促進のための固定資産税の課税の特例に関す
る条例について 可決

議　案
第40号

七尾市能登島生涯学習総合センター条例の一部を改正する条例に
ついて 可決

議　案
第41号 七尾市体育施設条例の一部を改正する条例について 可決

＝全会一致　　 ＝賛成多数　　 ＝賛成少数

議　案　名 採決
結果

議　案
第42号 七尾城史資料館条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第43号

七尾市中島お祭り資料館・お祭り伝承館条例の一部を改正する条
例について 可決

議　案
第44号 七尾市懐古館条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第45号 七尾市保育園等保育料徴収条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第46号 七尾市児童館条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第47号

七尾市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条
例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第48号 七尾市農村環境改善センター条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第49号 七尾市農村多目的集会施設条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第50号

七尾市企業立地の促進及び雇用の拡大に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議　案
第51号 七尾市建築審査会条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第52号 七尾市簡易水道事業等条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第53号 病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第54号

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議　案
第55号

七尾市及び中能登町における火災予防条例の一部を改正する条例
について 可決

議　案
第56号 七尾市過疎地域自立促進計画の策定について 可決

議　案
第57号 七尾市と中能登町との下水の処理の事務委託の廃止について 可決

議　案
第58号 湯っ足りパーク等の指定管理者の指定について 可決

議　案
第59号 公有水面埋立諮問について 可決

議　案
第60号 工事請負契約の締結について 可決

議　案
第61号 市道路線の廃止について 可決

議　案
第62号 市道路線の認定について 可決

議　案
第63号 平成28年度七尾市一般会計補正予算（第1号） 可決

議　案
第64号 平成27年度七尾市一般会計補正予算（第7号） 可決

議　案
第65号 健康増進センターアスロンの指定管理者の指定について 可決

報　告
第2号

平成27年度七尾市一般会計補正予算（第5号）の専決処分の報告
について 承認

※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り⇒議案第1号、第3号（礒貝和典議員）
※垣内議長は、採決には加わりません。

議案番号 議　　案　　名 採決結果

議会議案第1号 北朝鮮による核・ミサイル問題及び日本人拉致問題の早期解
決を求める意見書 可決

議会議案第2号 医療費等に係る消費税問題の抜本的な解決を求める意見書 可決

議会議案第3号 ＴＰＰの影響に関する国民の不安を払拭し、対策の確実な実行
を求める意見書 可決

議会議案第4号 軽減税率の円滑な導入に向け事業者支援の強化などを求める
意見書 可決

議会議案第5号 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書 可決

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。
※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り⇒議会議案第3号、第4号（礒貝和典議員）　
※垣内議長は、採決には加わりません。

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。

議案番号 議　　案　　名 採決結果

請願第1号 憲法違反の安全保障関連２法（国際平和支援法、平和安全法
制整備法）の廃止を求める意見書採択についての請願 不採択

請願第2号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める
請願書 不採択

請願第3号 ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める請願 不採択

請願第4号 「消費税10％増税中止の意見書」採択を求める請願書 不採択

※礒貝和典議員が賛成、他の議員は反対　※垣内議長は、採決には加わりません。

今議会において、審議された請願は下記の通りです。
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行

　3月議会では、主に新年度当初予算に向けた審査が
行なわれました。地方創生に向けて、新規事業や継続
事業も数多く盛り込まれており、平成 28年度も積極
的な予算が組まれていました。昨年度は、新幹線開業
や能越道開通により、大いに盛り上がりをみせました
が、今年度においても様々な取り組みが行なわれ、昨
年以上に賑わいをみせてくれることを期待しています。

 議会だより編集委員会　中西　庸介

編 集 後 記

議 会 の 動 き

 2月  2日 石川県市議会議長会定期総会
（～3日：七尾市開催）

10日 全国高速自動車道市議会協議会
正副会長・監事・相談役会議（東京都）

19日 全員協議会

23日 知事を囲む懇談会

24日 石川県後期高齢者医療連合議会定例会
（金沢市）

25日 議会運営委員会
のと鉄道運営助成基金事務組合議会

 2月 26日 教育民生常任委員会

29日 平成28年第1回市議会定例会
（～3月22日）

 4月 11日 総務企画常任委員会（定例）

19日 産業建設常任委員会（定例）

20日 教育民生常任委員会（定例）

22日 議会改革特別委員会

27日 北信越市議会議長会定期総会
（～28日：長野県松本市）

　議員の皆さんと意見交換しませんか？今年も「市民と議会との懇談会」を下記の日程で開催し
ます。懇談会では、市民の皆さんと議員が意見交換できるいい機会だと思いますので、皆さん、お
誘い合わせの上、ご参加くださいますようお願い致します。

（Ａ）山崎、久保、伊藤、垣内、永崎、石川、高僧、杉本
（Ｂ）高橋、山添、佐藤、礒貝、杉木、松本、桂
（Ｃ）木下敬、岡部、荒川、大林、中西、今田、木下孝

平成28年度「市民と議会との懇談会」の開催
（平成28年度七尾市議会報告会）

　この度は2,000人の市民の方々に対し七尾市議会に関する意識調査のアンケートにご協力いただ
きまして、誠にありがとうございました。調査結果につきましては、後日改めてホームページ等でご
報告させていただきます。

七尾市議会に関する意識調査アンケート

5月17日（火）　19：00～20：30
田鶴浜地区コミュニティセンター（Ａ）
能登島地区コミュニティセンター（Ｂ）
石崎地区コミュニティセンター（Ｃ）

5月18日（水）　19：00～20：30
矢田郷地区コミュニティセンター（Ａ）
中島地区コミュニティセンター（Ｂ）
高階地区コミュニティセンター（Ｃ）


